
0第72回 容量市場の在り方等に関する検討会 資料4

2026年3月27日

容量市場の在り方等に関する検討会事務局※

※本検討会は、資源エネルギー庁と電力広域的運営推進機関の共同事務局により開催している。

容量市場の需要曲線の算定について

（Net CONEの扱い）
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2１．はじめに

◼ 容量市場の指標価格（Net CONE）および上限価格の見直し、指標価格の見直しに伴う影響緩和
措置については、これまでの本検討会および2026年3月までに開催された次世代電力・ガス事業基盤
構築小委員会 制度検討作業部会（国の審議会）において検討が行われた。

◼ 本日は、3月の国の審議会で行われた検討内容に基づき、次回メインオークションに向けた簡易的なシ
ミュレーション結果等を提示することで、指標価格の見直しに伴う影響緩和措置の検討に向けた追
加の情報提供を行う。



3２．国の審議会における指標価格・影響緩和措置の検討状況

◼ 3月の国の審議会において、容量市場における新設電源を促進する施策の整理と、指標価格（Net 
CONE）見直しに伴う影響緩和措置の適用期間の検討が進められた。

第112回 制度検討作業部会資料より（2026.3.4）



4
（参考）第112回制度検討作業部会資料より
在り方検討会での検討結果（影響緩和措置案について）

第112回 制度検討作業部会資料より（2026.3.4）



5
（参考）第112回制度検討作業部会資料より
在り方検討会における検討内容の紹介

第112回 制度検討作業部会資料より（2026.3.4）



6
（参考）第112回制度検討作業部会資料より
案①：指標価格（Net CONE）の段階的な引き上げ

第112回 制度検討作業部会資料より（2026.3.4）



7
（参考）第112回制度検討作業部会資料より
案A-1：指標価格（Net CONE）以上はマルチプライス方式を適用

第112回 制度検討作業部会資料より（2026.3.4）



8
（参考）第112回制度検討作業部会資料より
案A-2：シングルプライス約定の2段階化（案A-1への適用イメージ）

第112回 制度検討作業部会資料より（2026.3.4）



9
（参考）第112回制度検討作業部会資料より
影響緩和措置の候補（案①の評価）

第112回 制度検討作業部会資料より（2026.3.4）



10
（参考）第112回制度検討作業部会資料より
影響緩和措置の候補（案A-1と案A-2の評価）

第112回 制度検討作業部会資料より（2026.3.4）



11
（参考）第112回制度検討作業部会資料より
指標価格（Net CONE）見直しに伴う影響緩和措置の適用期間について

第112回 制度検討作業部会資料より（2026.3.4）



12３．影響緩和措置案の候補について
国の審議会における影響緩和措置の案

◼ 3月の国の審議会では、影響緩和措置の候補として、以下の3案が示された。

➢ 「指標価格（Net CONE）の段階的に引き上げる案（案①）」

➢ 指標価格（Net CONE）でシングルプライス領域を設定し 「指標価格（Net CONE）以上はマルチプライ
ス方式を適用する案（案A-1）」

➢ 「シングルプライス領域を2段階に設定する案（案A-2）」

◼ 次項以降に、上記の案を考慮した容量拠出金等の試算を示す。

案１：指標価格の引き上げ

案３：現状維持

案２：上限価格のみ引き上げ

案①：指標価格の段階的な引き上げ

案②：シングルプライス領域の上限設定

案A：指標価格で設定

案Ｂ：全国交点で設定

（上記に同じく）

案C：現行水準の
上限価格で設定

案D：調達量で設定

措置なし

＜価格での上限設定＞

＜調達量での上限設定＞

指標価格・上限価格の案（1/2/3） 影響緩和措置案（①/②） 影響緩和措置案（A/B/C/D）

案A-1：指標価格以上はマルチプライス

案A-2：シングルプライス領域を２段階
に設定



13４．影響緩和措置を考慮した容量拠出金等の試算について
実需給2029年度メインオークションの供給曲線を用いた試算結果（影響緩和措置なし）

◼ １月の検討会では、今回（実需給2029年度メインオークション）の供給曲線を用い、影響緩和措
置を考慮しなかった場合における指標価格を引き上げによる約定処理の試算結果を示した。（経過
措置を考慮しない場合、今回と比べ容量拠出金総額は約1.1倍、約定総容量は+200万kW。）

第71回 容量市場の在り方等に関する検討会（2026.1.30）



14４．影響緩和措置を考慮した容量拠出金等の試算について
容量拠出金の試算に向けた条件設定について

◼ 次回メインオークションでは、今回から需要等の諸条件に変化がない場合、第115回調整力等委の
検討結果を反映した目標調達量の見直しにより、目標調達量が約600万kW増加見込みとなる。

◼ また、最新の長期脱炭素電源オークション約定結果における契約容量から、次回メインオークションの
約定処理において加算する供給力は、今回に比べ約600万kW増加見込みとなる。

◼ したがって、入札情報が今回から変化がないとした場合、約定交点における価格情報は前頁で示すシ
ミュレーションの結果と同様になると仮定し、影響緩和措置を考慮した場合について、簡易シミュレー
ションを実施した。

第112回 制度検討作業部会資料より（2026.3.4）
容量市場 長期脱炭素電源オークション約定結果
（応札年度：2024 年度）より（2025.4.28）
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マルチプライス領域

シングルプライス領域

案A-1 指標価格以上がマルチプライス方式

シングルプライスまたは
マルチプライス領域

案① 指標価格の段階的な引き上げ

シングルプライスまたは
マルチプライス領域

シングルプライスまたは
マルチプライス領域

【1年目】

・容量拠出金総額：2.4兆円
（今回比 1.05倍）

・約定総容量：1億6,700万kW
（今回比 ＋100万kW）

シングルプライス領域

シングルプライス領域

◼ 影響緩和措置案を考慮した場合の試算結果として、今回メインオークションの約定結果（経過措置考
慮なし）との比較を以下に示す。

案A-2 指標価格以上が二段階目シングルプライス方式

2段階目シングルプライス領域

シングルプライス領域

４．影響緩和措置を考慮した容量拠出金等の試算について
容量拠出金の試算結果（影響緩和措置あり）

【2年目】

上限価格 3万円/kW

上限価格 3万円/kW

上限価格 2万円/kW

上限価格 2.5万円/kW ・容量拠出金総額：2.6兆円
（今回比 1.12倍）

・約定総容量：1億6,800万kW
（今回比 ＋200万kW）

・容量拠出金総額：2.6兆円
（今回比 1.12倍）

・約定総容量：1億6,800万kW
（今回比 ＋200万kW）

・容量拠出金総額：2.7兆円
（今回比 1.17倍）

・約定総容量：1億6,800万kW
（今回比 ＋200万kW）

価格
[円/kW]

調達量[kW]

＊他案とは異なり、マルチプライス方式は適用されない

調達量[kW]

調達量[kW]

調達量[kW]

(3万円/kW)

(3万円/kW)

容量拠出金総額、約定総容量
ともに影響緩和措置がない場合と
同水準

価格
[円/kW]

価格
[円/kW]

価格
[円/kW]

容量拠出金総額、約定総容量
ともに影響緩和措置がない場合と
同水準
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◼ 案A-1はシングルプライスとマルチプライスの組合せとした現行の仕組みに近く、暫定的な措置としてシン
プルである。

◼ 案A-2は２段階目のシングルプライス領域を競争領域としながら、電源維持のインセンティブを付与する
仕組みとしている。

５．影響緩和措置案について
案A-1と案A-2について

第112回 制度検討作業部会資料より（2026.3.4）
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マルチプライス領域

シングルプライス領域

シングルプライスまたは
マルチプライス領域

◼ ３月の国の審議会では、1段階目シングルプライスの上限価格を示さない案や、入札価格が高くなる
電源を維持するためのインセンティブを付与する意見があり、以下に具体的なイメージを示す。

➢ ご意見（要旨）：「案A-2を採用する場合、1段階目のシングルプライスの上限価格をNet CONEとしたことによる応札行動に
影響する可能性を考慮し、1段階目シングルプライスの上限となる価格を別に設定し、予め示さないことは可能か」

➢ ご意見（要旨）：「入札価格が高くなる電源にインセンティブを残す方法として、案A-2による2段階目のシングルプライス領域を
設けるのではなく、マルチプライス方式による落札電源の約定価格に一定額を上乗せすることも可能か」

◼ いずれも適切な対応案か慎重な検討が必要であり、短期間で整理を行うことに懸念がある。

５．影響緩和措置案について
影響緩和措置に関する他意見の紹介

2段階目シングルプライス領域

シングルプライス領域

約定価格に一定額
（または一定率）を
上乗せする

1段階目シングルプライス領域の上限を予め示さない マルチプライス方式の約定価格に一定額を上乗せ

• 上記①、②による指標価格と別の数値で設定することは、多数の手
法が考えられるため、適切な設定には慎重な整理が必要となる。

• 監視の観点から価格つり上げは許容されないが、2段階目領域を競
争領域とし、価格引き下げ効果を得る場合は境界を示す必要がある。

案A-2の1段階目のシングルプライス上限価格を予め示さない方策として
①Net CONE前後で別に設定し、入札終了まで非公開とする案。
②約定交点など、約定処理の結果から別途算出し設定する案。

対
応
案

懸
念
事
項

• 上乗せする金額の適切な設定には慎重な整理が必要となる。

案A-1を改良する形で、マルチプライス方式で約定する電源は、入札価格
から一定率（例えば5％）や一定額（例えば1,000円/kW）を上乗せ
した契約金額とする案。

対
応
案

懸
念
事
項

価格
[円/kW]

調達量[kW]

価格
[円/kW]

調達量[kW]



18６．まとめ

◼ 本日は、3月の国の審議会で行われた検討内容に基づき、次回メインオークションに向けた簡易的な
シミュレーション結果等を提示することで、指標価格の見直しに伴う影響緩和措置の検討に向けた
追加の情報提供を行った。

◼ 引き続き国の審議会と連携を図り、次回メインオークションからの適用に向けた容量市場の指標価
格（Net CONE）や影響緩和措置について検討を進める。
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